
９月の月一レターです。                                       ２０２１．０９．２４ 

 

毎年９月になると息子の自転車を買ったお店からハガキがきます。 

今年も自転車保険（年払い１２００円）の更新日のお知らせです。 

この保険に入ったきっかけは息子の通所作業所より「自転車通勤を 

している方へ」というお手紙を持ち帰った２０１９年ですが、保険に加 

入した当時、自転車に乗り、「ながらスマホ」で他人にぶつかった方が 

９０００万円余りの賠償責任を負ったという報道がされた事故ありました。 

それを聴いて、まさかの時には大きな役割をしてくれる安心料として、 

息子が保険加入の了解をする後押しをしたと記憶しています。 

また、自転車を購入して早 8年。8年毎の盗難保険の更新（６００円） 

も合わせて手続をしました。 

彼が高校生の時、学校の駐車場から無くなったという苦い体験があり 

ます。通学の必需品なので諦めて新しい自転車を買ってからしばらくし 

て、警察から「お宅の自転車が放置されているので取りに来てください 

」と電話が有り、カギは壊され、車輪は歪んで、タイヤはボロボロの哀れ 

な自転車を隣の市まで引き取りに行ったことがありました。 

色々な事が有っても、我が家の身近には自転車が有り、いつもお世 

話になってきました。 

今年は合計１８００円になって、親の方で一時立て替えて支払いまし 

た。少額でも息子にとっては痛い出費。来月のお小遣いから返済す 

ることになりましたが、渋々ながら応じました。 

全国的に自転車事故が多発し、自転車保険加入義務化が施行された自治体が増えています。埼玉県

も２０１８年４月から自転車事故を起こした際の被害者救済や、加害者の経済的負担の軽減を図るために

自転車損害保険等への加入の義務付けがされています。 

 

◇◆━━━━━━ みんなねっと情報 ━━━━━━━━━━━━━━━━◇◆ 

🔶 「共同創造の精神医療改革 ベルギーのプロセスに学ぶ」 
 

ベルギーの精神医療改革の視察にでかけたメンバーが中心となって、オンラインでベルギーとつないで

研修会を開催することになりました。 チラシ・参加申込書はこの HPの「チラシ掲示板」をご参照下さい。 
 

・ベルギーの精神医療改革に、当事者と家族がどのような役割をしたのか… 

・その具体的な取り組みと精神科医療改革が当事者と家族に何をもたらしたのか… 

ということに視点を当てた研修となるよう企画しています。 
 

＊ 11月 30日と 2月 15日の 2回セットでの申し込みになります。 

＊ 通訳がつきますのでご安心ください。 

＊ ベルギーとの時差があるため、夕方からの開催となります。 

 

🔶 「白金高輪硫酸事件の報道について緊急要望を送付」  
 

8月 24日、白金高輪駅で起きた硫酸事件について、ビジネスマン向けのニュースサイト「BusinessJournal」

において、精神障害者への偏見を助長しかねない内容の記載があったため、下記の要望書をお送りしま

した。 
 

…（略）片田珠美氏の「精神科女医のたわごと」（2021/8/30 19:50配信）では、「統合失調症や妄想性パ

ーソナリティ障害の可能性」との内容もありました。コラム的な記事であるにしても、主治医でもない精神科

ドクターが発信する内容がどのような影響を及ぼすのかを踏まえると看過できません。 

報道機関は、社会的偏見の形成や是正に多大なる影響力を保持していますので、自らの影響力を考慮し

た報道をお願いいたします。 

 


